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　成
なり

政
まさ

は1581（天
てん

正
しょう

９）年秋ごろ、信
長から越

えっ

中
ちゅう

（富山県）を治
おさ

めるよう命
じられました。今でも成政の 業

ぎょう

績
せき

を
たたえて、いろいろな伝

でん

説
せつ

が残
のこ

ってお
り、中でも常

じょう

願
がん

寺
じ

川
がわ

の治水が有名です。
　越中に入った成政は早速、洪水を
防
ふせ

ぐ工事に取りかかりました。大
おお

庄
しょう

村
むら

の馬
ま

瀬
せ

口
ぐち

（現
げん

富山市）に築
きず

いた堤
てい

防
ぼう

は「佐
さ っ さ

々 堤
づつみ

」と呼
よ

ばれ、今も残
のこ

っ

　 忠
ちゅう

次
じ

郎
ろう

は「 順
じゅん

序
じょ

を踏
ふ

んで 訴
うった

えれ
ば、よい知らせが 必

かなら

ず来る」と農
のう

民
みん

ら
をなだめました。農民たちは冷

れい

静
せい

に物
事をとらえる忠次郎こそリーダーにふ
さわしいと考えるようになりました。
　農民たちは忠次郎を推

お

し立てて、年
ねん

貢
ぐ

取り立ての改
かい

善
ぜん

を要
よう

求
きゅう

しました。
忠次郎は軽はずみな行動に出ないよう
農民を説

せっ

得
とく

しましたが、取り次いでも

　江
え

戸
ど

で世界のことを学んだ寿
じゅ

安
あん

は、
ロシアを研究することが大切だと考
えました。そして加

か

賀
が

藩
はん

にロシア 留
りゅう

学
がく

の許
きょ

可
か

を申し出る一方、キリスト
教の司

し

祭
さい

（聖
せい

職
しょく

者
しゃ

の階級の一つ）の
ニコライを通じてシベリアを横

おう

断
だん

し
て首都のサンクトペテルブルクへ行
く方

ほう

法
ほう

を調べていました。
　藩の許可が出たので寿安は1870

越
え っ

中
ち ゅ う

を平和な国にしたい
佐
さ っ さ

々 成
な り

政
ま さ

農
の う

民
み ん

の声を伝
つ た

えたい
宮
み や

崎
ざ き

 忠
ち ゅ う

次
じ

郎
ろ う

ロシアの実
じ つ

情
じ ょ う

を研究したい
嵯

さ

峨
が

 寿
じ ゅ

安
あ ん

1536（天
てん
文
ぶん
５）年―1588（天

てん
正
しょう
16）年

1832（天
てん
保
ぽう
３）年―1870（明治３）年10月 27日

1840（天
てん
保
ほう
11）年―1898（明治31）年12月15日

　尾
お

張
わり

国
のくに

春
かす

日
が

井
い

郡
ぐん

比
ひ

良
ら

村
むら

（現
げん

愛知県
名
な

古
ご

屋
や

市
し

）を支
し

配
はい

していた佐
さ っ さ

々成
なり

宗
むね

の第５子として比良 城
じょう

で生まれ、父

　 忠
ちゅう

次
じ

郎
ろう

は新
にい

川
かわ

郡
ぐん

塚
つか

越
ごし

村
むら

（現
げん

立
たて

山
やま

町
まち

）
の農家に生まれました。1869（明治
２）年、新川地方ではいつもの年の４

　寿
じゅ

安
あん

の父は金
かな

沢
ざわ

で眼
がん

科
か

医
い

を開業し、
祖
そ

父
ふ

は新
にい

川
かわ

郡
ぐん

東
ひがし

岩
いわ

瀬
せ

（現
げん

富山市）で
伝
てん

馬
ま

問
どん

屋
や

（郵
ゆう

便
びん

局
きょく

兼
けん

運送店）を 営
いとな

信
の ぶ

長
な が

の下で活躍

大
だ い

凶
きょう

作
さ く

でも厳
き び

しい年
ね ん

貢
ぐ

医者になるため勉強

国づくりに力を尽
つ

くす

農
の う

民
み ん

のため正
せ い

義
ぎ

を貫
つらぬ

く

未開のシベリアを横
お う

断
だ ん

や兄らと同様に織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

に仕えまし
た。1560（永

えい

禄
ろく

３）年に父の跡
あと

を継
つ

いで比良城主になり、信長の家
か

臣
しん

か
ら選

えら

ばれた黒
くろ

母
ほ

衣
ろ

衆
しゅう

の責
せき

任
にん

者
しゃ

に取り
たてられました。

分の１の 量
りょう

しか米がとれず、このま
までは飢

う

え死
じ

にする者も出かねないと
農
のう

民
みん

は困
こま

り果
は

てました。村役人に年
ねん

貢
ぐ

を軽くしてくれるよう頼
たの

んでも、取り
立ては厳

きび

しくなるばかりでした。

んでいました。父は寿安を金沢藩
はん

に
仕える医

い

師
し

の黒
くろ

川
かわ

良
まさ

安
やす

（→24ページ）
に学ばせました。寿安は良安の薦

すす

め
で江

え

戸
ど

へ行き、医学・西
せい

洋
よう

兵
へい

学
がく

を学
びました。

ています。また、道路を造
つく

ったり、河
かわ

原
ら

に農地を開いたりして、生活が便
べん

利
り

になるよう努
ど

力
りょく

しました。産
さん

業
ぎょう

を興
おこ

すことにも力を注ぎ、鮭
さけ

を塩
しお

漬
づ

けにし
て保

ほ

存
ぞん

する「塩
しお

引
びき

」の生
せい

産
さん

を勧
すす

め、楽
らく

市
いち

楽
らく

座
ざ

の実
じっ

施
し

にも尽
じん

力
りょく

しました。
　成政は信長に「自分に服

ふく

従
じゅう

せぬ農
のう

民
みん

が一人でもあれば、それは自分の徳
とっ

化
か

（徳
とく

により人を感化する）が不
ふ

十
じゅう

分
ぶん

な 証
しょう

拠
こ

である。自らを恥
は

じねばなら
ない」と語ったといわれています。

らえないうえに、取り立ては一
いっ

層
そう

厳
きび

し
くなったので、農民の怒

いか

りは 頂
ちょう

点
てん

に達
たっ

しました。10万人以上の農民たちが役
人たちの家を打ち壊

こわ

すという大きな騒
そう

動
どう

になったのです（ばんどり騒動）。
　しかし、役所側

がわ

の武
ぶ

力
りょく

によって農
民側

がわ

は鎮
しず

められました。忠次郎は捕
と

らえられ、責
せき

任
にん

をとらされて死
し

刑
けい

と
なりました。村の人々は、農民のた
めに犠

ぎ

牲
せい

になった忠次郎をしのび、記
き

念
ねん

碑
ひ

を建
た

てて語り継
つ

いでいます。

（明治３）年５月、函
はこ

館
だて

からロシア軍
ぐん

艦
かん

に乗ってウラジオストクへ向かい
ました。シベリアにはまだ鉄道が通っ
ていなかったので、ハバロフスクに
出て黒

こく

竜
りゅう

江
こう

（アムール川）を船で上
り、ネルチンスクからは馬車で未

み

開
かい

の原野を走りました。
　命からがらサンクトペテルブルク
に到

とう

着
ちゃく

したのは、翌
よく

年
ねん

のことです。
寿安はロシアで多くのことを学び、
1874（明治７）年に帰国しました。

・�周
まわ

りの人の不
ふ

便
べん

を解
かい

消
しょう

する
・�よいことは取り入れる
・�悪いことがあったときは、ま
ず自分を振

ふ

り返る

・相手の気持ちを思いやる
・冷

れい

静
せい

に深く物事を考える
・�取り組んだことには責

せき

任
にん

をもつ

・さまざまな分野の勉強に励
はげ

む
・世界に広く目を向ける
・�困

こん

難
なん

に挑
ちょう

戦
せん

し、目
もく

標
ひょう

を達
たっ

成
せい

す
る

成
なり

政
まさ

が秀
ひで

吉
よし

に攻
せ

められる前に鍬
くわ

崎
さき

山
やま

に数百万両のお金を隠
かく

したという伝
でん

説
せつ

が残
のこ

っています。この埋
まい

蔵
ぞう

金
きん

を探
さが

しに山に登る人も多いそうです。 1871（明
めい

治
じ

４）年の廃
はい

藩
はん

置
ち

県
けん

によって金
かな

沢
ざわ

藩
はん

（明治２年まで加
か

賀
が

藩
はん

）はなくなり、帰国後の寿
じゅ

安
あん

は藩のためには 働
はたら

けなくなりました。

この騒
そう

動
どう

は、農
のう

民
みん

たちが「ばんどり」を着ていたことから「ばんどり騒動」と呼
よ

ばれています。ばんどりは、背
せ

当
あ

てのない肩
かた

掛
か

けだけの蓑
みの

のことです。

　源
げん

之
の

助
すけ

は中学校を１年で 中
ちゅう

退
たい

して
上京し、政

せい

治
じ

家
か

を目指して法
ほう

律
りつ

を学
びました。東京で弁

べん

護
ご

士
し

試
し

験
けん

に 挑
ちょう

戦
せん

しましたが、失
しっ

敗
ぱい

を繰
く

り返しました。
このころに出会った 小

しょう

説
せつ

家の二
ふた

葉
ば

亭
てい

四
し

迷
めい

＊から強い影
えい

響
きょう

を受け、貧
ひん

困
こん

問
題に関

かん

心
しん

をもつようになりました。
　源之助は1894（明治27）年、新
聞社の記者になり、労

ろう

働
どう

者
しゃ

など貧
まず

し

貧
ま ず

しい人々に目を向けて
横
よ こ

山
や ま

 源
げ ん

之
の

助
す け

1871（明治４）年２月21日―1915（大正４）年６月３日

　新
にい

川
かわ

郡
ぐん

魚
うお

津
づ

町
まち

（現
げん

魚津市）の 漁
りょう

師
し

の
家に生まれ、町内で左

さ

官
かん

業
ぎょう

を 営
いとな

む横
よこ

山
やま

家
け

の養
よう

子
し

となりました。小学校卒
そつ

業
ぎょう

独
ど く

学
が く

で富山県中学に合
ご う

格
か く

優
す ぐ

れた社会問題研究書

後、近所のしょうゆ問屋で住み込
こ

みで
働きながら自分で勉強し、富山県中学
校（現県立富山高校）へ進学しました。
当時、 職

しょく

人
にん

の子どもが中学校へ進むこ
とはとても珍

めずら

しいことでした。

い人々の様子を記事にし、 評
ひょう

判
ばん

を呼
よ

びました。群馬、栃木、富山など地
方にも足を運び、日

にっ

清
しん

戦
せん

争
そう

後の不
ふ

景
けい

気
き

で地方の産
さん

業
ぎょう

が 衰
おとろ

えていく様子
や貧

ひん

富
ぷ

の差が広がっている現実を 調
ちょう

査
さ

し、「貧しい人」の立場に立って伝
つた

えました。これらの記事を基
もと

に1899
（明治32）年に『日

に

本
ほん

之
の

下
か

層
そう

社
しゃ

会
かい

』
を刊

かん

行
こう

しました。この本は明治時代
の社会問題に光を当てた書物として
今でも多くの人に読まれています。

・�勉強に打ちこめることを幸せだ
と考える

・�世の中を自分の目で見て知る
・�「弱い人」の味方という立場を
貫
つらぬ

く

 ＊二葉亭四迷【ふたばていしめい】   1887（明治 20）年に 小
しょう

説
せつ

『浮
うき

雲
ぐも

』を発表。話し言葉に近い文章（言
げん

文
ぶん

一
いっ

致
ち

体
たい

）で書かれ、近代小説の先
さき

駆
が

けとなりました。

戦
せん

国
ごく

時代の富山 城
じょう

主
しゅ

洪
こう

水
ずい

を防
ふせ

ぐ堤
てい

防
ぼう

を築
きず

く

越
えっ

中
ちゅう

の国づくりに力を注ぐ

農民に冷
れい

静
せい

な行動を説
と

く

黒
くろ

川
かわ

良
まさ

安
やす

の教え子

「ばんどり騒
そう

動
どう

」の指
し

導
どう

者
しゃ

シベリア大
たい

陸
りく

を単
たん

独
どく

横
おう

断
だん

騒動の責
せき

任
にん

をとった正
せい

義
ぎ

の人

国の 将
しょう

来
らい

を心配しロシアを 調
ちょう

査
さ

弱者の立場に立った記者

貧
ひん

困
こん

問題を掘
ほ

り下げた

『日
に

本
ほん

之
の

下
か

層
そう

社
しゃ

会
かい

』の著
ちょ

者
しゃ

越
えっ

中
ちゅう

で初
はじ

めて造られた川
かわ

筋
すじ

堤
てい

防
ぼう

の佐
さ っ さ

々堤
つづみ

は約
やく

２
km にわたって築

きず
かれました。

ばんどり騒
そう

動
どう

のとき、農
のう

民
みん

たちが集まった無
む

量
りょう

寺
じ

（舟橋村竹内）

『日
に

本
ほん

之
の

下
か

層
そう

社
しゃ

会
かい

』の
初
しょ

版
はん

本表紙（魚津市立
図書館蔵）


